
様式第1－1号

聿
冒支出証拠

議員氏宅

整理番号 2－3－7－1

経費項目 調識職賓研修費鯵雷鱗備報鱸会誇鯛桐鐙鮮陶噴肇務費事翻i費人件費
内 容 Webサーバホステイングサービス料（令和6年7月分）

年月 日 令和6年7月22日～令和 年 月 日 金額 9,020円

目的 政務活動の情報発信のためのWebサーバホスティングサービス

使途 Webサーバホステイングサービス料7月分

政務活動．

県政との

関連性

県政に関する政策及び政務活動状況を住民に広く周知する

く領収書貼付枠＞

別紙の通り

案分の理由

全て政務活動にかかる

もの

領収書金額(a)

9,020円

案分率(b)

／

100％

政務活動費支出額(a×b)

9,020円
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らち淳行事務所 御由Cしずおか焼津信用金庫ｷｬｯｼｭｻｰｽ研I用票
毎度ご利用いただきましてありがとうございます。
ただいま、お取引いただきました明細は下記の通りですのでお確かめください。
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様式第1－1号

支出証拠書

（会派名・自民改革会議議員氏名良知淳行 ）

L

轄埋笛寺号一 ･2－3－7－2

経費項目 調部暁費･研修費･広聴広報費･蕊蹴鞠鋤費･会議費･資料{賊費･資聡購入⑳事務所費・人件費

内 容 電話通話料（令和6年7月請求分）

年月 日 令和6年7月26日～令和 月 日 金額 2,476円

目的 政務活動に係る事務遂行に要する通信

使途 電話料金

政務活動・

県政との

関連性

案分の理由

後援会に使用すること

もあり得るので

領収書金額(a)

4,953円

案分率(b)

1／2

政務活動費支出額(a×b)

2,476円
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様式第1－1号

聿
白支出証拠

名・自民改革会議議員氏宅 ｜ イ

薬理番号 2－3－7－3

経費項目 調査研蹟･研修費･1輔蒔蹟･鶏陳際羅婚･会議･資料ｲ愉墳。 鮮騰入 事獅費人件費

内 容 自動車リース料（令和6年7月請求分）

年月 日 令和6年7月29日～令和 年 月 日 金額 26,700円

目的 政務活動に使用するための自動車をリースで購入

使途 政務活動に使用する自動車リース料

政務活動

県政との

関連性

く領収書貼付枠＞

R6年度5月分支出証拠書整理番号2-3-5-6をご参照ください。

6回目令和6年7月29日 普通預金口座から引落し金額58,400円
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案分の理由

1 ．､．

|私用との案分

領収書金額(a)

53,400円

案分率(b)

1／2

％

政務活動費支出額(a×b)

26,700円
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様式第1－1号 ／
１
１

支出証拠書

（会派名・自民改革会議議員氏名良知淳行 ）

経費項目 調査研究費･研修費･広聴広報費･蕊識標漉婚･会議費･資料憾費. 資辮入 事瀞潰僻費

内 容 自動車リース料

年月 日 令和6年5月27日～令和年月 日 金 額 26,700円

目的 政務活動に使用するための自動車をリースで購入

使途 政務活動に使用する自動車リース料

政務活動・

県政との

関連性

く領収琴占付枠＞

R5年度2月分支出証拠書雲里番号2-3-2-5及び

R5左月童 .3月分支出証拠書整理番号2-3-3-8をご参照下さい。

4回目令和6年5月27日普通預金口座から引落し金額58,400円

修訂E後53,400円×50％＝26,700円

以降毎月同じ26,700円

詳細は2-3-4-5をご参照下さい。

案分の理由

私用に使用すること

もあり得るので

領収書金額(a)

53,400円

案分率(b)

1／2

％

政務活動費支出額(a×b)

26,700円



様式第1－1号

支出証拠書

（会派名・自民改革会議議員氏名良知淳行 ）

整理番号 2－3－7－4

経費項目 調査研蹟｡研修費“･雰識標漉婚･会議費･資粥H鰔費･資料購ｽ費･事務費･藷翔了費･人件費

内 容 ドメイン名更新管理費用

年月 日 令和6年7月29日～令和 年 月 日 金額 4,767円

目的 政務活動の情報発信のためのドメイン名更新管理

使途 ドメイン名更新1年契約管理賓用(R6年6月～R7年5月のうち10ケ月分）

政務活動

県政との

関連性

県政に関する政策及び政務活動状況を住民に広く周知する

く領収書貼付枠＞

別紙の通り

全て政務活動にかかるもので、R6年6月～R7年5月迄の1年契約のため
R6年6月分～R7年3月迄 10ケ月分4,767円当年充当

令和6年6月充当 R6年6月～R7年3月分 4,767円

令和7年4月充当予定 ｛
R7年4月分 476円

R7年5月分 477円
,会一言+ H710P

案分の理由

全て政務活動にかかるも

ので、R6年6月～R7年5

月迄の1年契約のため

今期10カ月分充当

領収書金額(a)

5,720円

案分率(b)

10／12

％

政務活動費支出額(a×b)

4,767円
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令和6年7月29日毎度ご利用いただきましてありがとうございます。

た花いま、お取引いただきました明細は下認の通りですのでお確かめください。
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様式第1－1号

聿
冒支出証拠

匝革会議議員氏宅

薬理番号 2－3－7－5

経費項目 趣研修費蝿広報費端熊無鱸会議鯛鰄費鮮購入費事務費事翻潰人件費
内 容 インド訪問

年月 日 令和6年7月15日～令和6年7月19日 金 額 1,105,455円

目的 インド・グラジャラート州及びデリーを訪問・視察

使途 交通費・視察費

関連性

グラジヤラート州政府との地域間交流の足がかりを築くとともに、現地事情の調査や現地

での本県のプレゼンス向上を図るため、県議会日印友好議員連盟役員、県、浜松市等で構

成する事前訪問団が、インド・グラジャラート州及びデリーを訪問、視察することで関係
事業に生かしてゆく、

く領収琴占付枠＞

別紙の通り

案分の理由

全て政務活動にかかるも

の

領収書金額(a)

1,105,455円

案分率(b)

／

100％

政務活動費支出額(a×b)

1,105,455円
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一 ReceiptNo. : 7723-0000167
発行日：2024年07月11日

お問合せNo.

ケ

RECEIPT

領 収 書

良知淳行様

金種：振込￥950,680-

THEABOVEMENTIONEDAMOUNTHASBEENDULYRECEIVED
上記のお振込金額正に領収致しました。

ご旅行代金として
7/15-7/19インド渡航
出発日：2024年07月15日

国際航空券
ダ

HANKYUHANSHINBUSINESSTRAVEL

株式会社阪急阪神ﾋﾞｼﾞﾈｽﾄﾗﾍﾞﾙ MICE営業部
〒103-0011 東京都中央区日本橋大伝馬町10-8タキトミビル5階

発行担当者

【領収印無きもの及び金額訂正したものは無効です】



2024年7月11日

領収明細書【国際航空券】
。- -う-ﾉｰ『 ムユ

株式会社阪急阪神ビジネスﾄラペル
103-0011東京都中央区日本橋大伝馬町10-8タキトミビル5階
TEL:03-6745-7387FAX:03-6745-7386

良知淳行様
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航空券代金 7/15-7/19

7/1テ7/19

7/15-7/19

7/15→7/19

7/15-7/19

NH航空極實【： E課税】 88 1,110

羽用～〒1J一～アーメ rパー臆～デリー～羽圧
■■ー タ ” ■ ■ 二

NH燃油サーチヤージ【非課税】 I 420000

羽田～デリー～アーメダバード～デリー～羽圧

NH航空俣吟特RI|料金【非課税】 1,200

羽田～デリー～アーメダバード～デリー～羽日

NH現弛空港諸税【非課税】 5,9201
名園空毒諾弾

NH羽田牽港施設使用料【税込･10%] | 2,9501

可。画亜垂捻室怖苣砦ｲ古田狸

882,110

’ 42,000

1,200

’ 5,920

’ 2,950

全区間ピジネスクラス
NHrI司蒋鍵)/11Kイイシ膜園内鐺）

碑〃山ソ J L 一、グロ，〃

(※)煙油料は変動制です

航空保険特別料金

各国空港諸税

羽田空港旅客施設使用料

手配手数料 7/1号7/19
Nu鈷壺坐

国際航空券発券手数料

0

’ ’ 0

U

U

0

1 1 0

i . :: -~~ '､…‐ - : : . 領収令額|<合酬＞1 『“ L－ ． －－ －－－． －F. ．‐ 一一． ‐‐ ,l 950,680 (円）



■■■■■■ ReceiptNo. : 7723-0000164
発行日： 2024年07月11日

お問合せNo

、〆ユ
ー ノRECEIPT

領 収 書

良知淳行様

金種：振込¥50,700-

THEABOVEMENTIONEDAMOUNTHASBEENDULYRECEIVED
上記のお振込金額正に領収致しました。

ご旅行代金として
7/15-7/19インド渡航
出発日：2024年07月15日

宿泊代金

HANKYUHANSHINBUSINESSTRAVEL

株式会社阪急阪神ﾋﾞｼﾞﾈｽﾄﾗﾍﾞﾙ MICE営業部
〒103-0011 東京都中央区日本橋大伝馬町10-8タキトミビル5階

､掛馴

発行担当者■■■■■■■■

【領収印無きもの及び金額訂正したものは無効です】



2024年7月11日

領収明細書【宿泊代金】

護……ビジ嘉軌ﾉｰ『l墓紮l
lO3-0011東京都中央区日本橋大伝馬町10-8タキトミビル5階
TELzO3-6745-7387FAX:03-6745-7386

蕊譽鑿擬驫熟長1発行責

良知淳行様

担当者

旅行業

●宿泊代金

項目 日付 』 1用機牒 ･施設 早●1曲（Hノ 数重 小計(円） 1両有

宿泊代

アーメダバード

7/15-7/17 HvattRegencvAhme( abad 33,800 1 33,800

シ､ノケルュースロ自日食付（1泊)16900円x2泊

シングルュース･朝食付

ク油

宿泊代

デリー

7/17-7/18 IRMPrirlPnnRIhi 16．9001 11 16．900

寺"､ノゲル司一叉．師含ｲで＋（1泊1169，，画茨1号向

シングルュース･朝食付

1泊

0

1 1 0

0

0

0

’ ’ 0

U

0

’ 0

｜ ’ 0

1~b

, ﾛ I i;､f! .､ .『･'.jP::､?.･f'~. ､,z･ . . ､ . :､警.､ー…2領収釜額~＜合計室てf正一…｣ ･frLt':2:宇津= ｣F T o二: _ ､~＆『'xl 50,700 (円）



■■■■■ ReceiptNo. : 7723－0000165
発行日：2024年07月11日

お問合せNo.

斗一ツーノーダRECEIPT

領 収 書

良知淳行様

金種：振込
¥21,500-

THEABOVEMENTIONEDAMOUNTHASBEENDULYRECEIVED
上記のお振込金額正に領収致しました。

ご旅行代金として
7/15-7/19インド渡航
出発日：2024年07月15日

査証代

HANKYUHANSHINBUSINESSTRAVEL

株式会社阪急阪神ﾋﾞｼﾞﾈｽﾄﾗﾍﾞﾙ MICE営業部
東京都中央区日本橋大伝馬町10-8タキトミビル5階〒103-0011

■■■■発行担当者

【領収印無きもの及び金額訂正したものは無効です】



ReceiptNo． : 7723-0000248

発行日: 2024年08月01B

お問合せNo.

ﾉｨ鱈RECEIPT

領 収 書
-L‐ﾉ ー

良知淳行様

金種：振込￥45,905-

THEABOVEMENTIONEDAMOUNTHASBEENDULYRECEIVED

上記のお振込金額正に領収致しました｡ ’ JAキャッシュサービス
｜
’

ご利用明細票
毎度ありがとうございます。寄り用明細は下記の通りでございます。
どうぞお確かめください。裏面の「ご案内」もあわせてご覧ください。

■
ご旅行代金として
7/15-7/19インド渡航
出発日： 2024年07月15日

車両借上げ・現地移動手配

三菱UFJ銀行

新橋駅前支店
普通 3578805

力）ハンキュウハンシンヒﾞシ翻ネストラヘﾞル様’

HANKYUHANSHINBUSINESSTRAVEL

株式会社阪急阪神ﾋﾞｼﾞﾈｽﾄﾗﾍﾞﾙ MICE営業部

〒'03-00'' 東京都中央区日本橋大伝馬町'0-8ﾀｷﾄﾐビﾙ51
。小JAバﾝｸ

' － －…－－－. ‐…__－－－－‐…_…_…－－…_‐ ．…_‐

蕊発行担当者■■■■■■■■

【領収印無きもの及び金額訂正したものは無効です】

取引金融機関・店 取扱金融機関・店 機番 通番

ムズ77nつル1 ムズァズズnl An nlll

取扱日 口座番号等

おつり お取引後残・高

時刻 1ズ2ク只 ー田園■
お支払可能残高 ー＝

＊恥緑稚斡録納

津つ詠＊＊＊＊

＊群癖篝瀦<認済



2024年8月1日

領収明細書【借上げ車両代】 ユーう‐フー『
ダ

株式会社阪急阪神ビジネスﾄラベル
103-0011東京都中央区日本橋大伝馬町10-8タキトミビル5階
TEL:03-6745-7387FAX:03-6745-7386

良知淳行様

害辱壼廊
ロ■■■ 当者日■■■

0

領収金額合計（円） 45,905
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領収聿匿ヨ
ラチアツユキ様

領収金額 ￥21 ,440

（含む消費税、宿泊税）
以下にて領収いたしました

Ｏ
０

Ｍ
Ｎ
Ｍ
Ｎ

－
一
室
貝
ｕ

Ｗ
恥
変
心

額
瞬 ８

３
５１

MFNo 5201160

領 収 圭
国

榛

識 ￥17， 680円
｢消費税等込み･10%」

◆ご利用明細◆
2024/07/14 '

____蔵自避______._____.__________E｣L44Q_

1000対象￥21 ‘240 （内消費税額 ￥| ､930ノ
宿泊税 ¥200

◆お支払い明細◆
現金 ￥21 ．440

但し､乗車識として
－－

’

1

’

卜記余寵確かに領収致しました

識M農懸熱
登録番号:T3180001031569

’

1ご利用いただきましてありがとうございます

ホテルヴイラフオンテーヌグランド羽田空港
TEL:03-6459-9770FAX:03-6459-9771印紙税申告納

付につき名芒渥中村

税務署承認済

印紙税申告納

付につき新宿

税務署承認済静岡駅

職出納
発行元

住友不動産ヴィラフオンテーヌ株式会社
〒160-0023

東京都新宿区西新宿六丁目3番1号
新宿アイランドウイングk,．

↓ 0，

1・ ‐

登録番号:T3011101035030
取引番号: 15828水鋤”／え/ 《7‘ク円両

榊噛←>昨'''駄疏場
， (""催、 るぞ”

2024/07./.1420: 18

窓）
』-'出"【9“光
坪i報′鑑”門喧繊 リュl

、

｜
’

領収書
毎度ご乗車ありがとうございます。

ドア番号 576

2024年07月19日

運賃 5600円

I

I

560r '~rl運賃料金計
I

言十 二eOoPヨ

章壷乞(株)グリーンキャブ新町
〒,s4-ool5世田谷区桜新町2－30－10

お忘れ物はTELO3-3426-BO61
ご意見．ご要望は
TELO3-3205－6622
タクシーのご用命は
TELOS-3203-8181

登録番号gT2011101023399消強税率言 10％

へ

羽隅炎→髭!｜|ぶ

(剛7鵬隆謝’"-3&II1)



様式第2号

＊本概要書は、県外における調査研究活動のために政務活動費を支出した場合に提出する。

県外調査概要書

令和6年7月20日

会派名・議員氏名自民改革会議良知淳行

目 的

グジャラート州政府との地域間交流の足がかりを築くとともに､現地事情の調査や現

地での本県のプレゼンス向上を図る。また、日系企業のインド進出の草分け的存在であ

るスズキ株式会社の現地工場及びマルチ・スズキが資本拠出する現地の病院、学校を視

察し、同社の現地展開状況を視察する。グラジヤラート州印日友好協会、アーメダバー

ド経営者協会主催イベントに参加し､現地事情を調査するとともに､現地関係者に対し、

本県及び浜松市のPRを行う事で、現地での本県のプレゼンス向上を図り、現地関係者

との人脈構築に繋げる。

年月 日 令和6年7月15日 （月・祝）～令和6年7月19日 （金） （4泊5日うち機中1泊）

場 所 インド（ スズキ関連施設・グジャラート州印日友好協会・州施設・政府等訪問 ）

1行程

2応対者

3聴取内容

上記1～3に関しては、別紙を参照。

4県政への反映

グジャラート州政府との地域間交流の足がかりを築くとともに、現地事情の調

査や現地での本県のプレゼンス向上を図るとともに現地関係者との人脈構築に繋

げる。昨年人口が世界最多となり、今後も急激な経済発展が見込まれるインドの

活力を取り込み、経済面ではスズキ株式会社を始め県内企業も多く進出しており、

更なる経済面での協力体制の強化及び、インド人材と県内企業との結びつきの強

化、教育、文化、観光等幅広い分野で交流を図り、静岡県の活性化に繋げる。



7－r
，
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令和6年7月インド訪問概要

（地域外交局地域外交課）

（概要）

グジャラート州政府との地域間交流の足がかりを築くとともに､現地事情の調査や現

地での本県のプレゼンス向上を図るため､県議会日印友好議員連盟役員､県､浜松市等

で構成する事前訪問団が、インド･グジャラート州及びデリーを訪問した。

1

(日程）

令和6年7月15日（月・祝)～7月19日 （金） （4泊5日 （うち機中1泊)）
k

､

、

(訪問者）訪問団長：良知県議

『

1 1

I

期間 所属■

0

職名 氏名 備考

１
内

7/15～19

Q

静岡県議会

静岡県議会

企業立地推進課

地域外交課

企業立地推進課

,企業立地推進課
、

地域外交課

県議会議員

県議会議員

課長： ′， ．‘

課長代理、

産業国際班長

主査

主任

良知γ淳行

田口章

山崎浩希

平尾；和規

中村大志

山本晋平

川島実紗

■
、

0

6

､

7/15～21

q

地域外交局

東南アジア駐在員事務所
岳 ■ へ

地域外交課
、

地域外交課

浜松市産業部

浜松市産業振興課

浜松市産業振興課

ジェトロバンコク事務所

ｽズｷ賦鍬ｲﾝ「韓榔峨ｲﾝド部

地域外交担当部長

所長

地域外交戦略班長

主任

部長

雇用・労政担当課長

主任

(浜松市派遣職員）

グループ長

松村昭宏

竹田敏彦

鈴木裕美

牧潤、

北嶋秀明

木下真弥
0

山下裕也

内山兼輔

園一一一

カトマンズ． ‘

(ネパール)
■ 』

も訪問

(7/18-20)‘

ハイデラバード

(テランガナ州）

も訪問 、

(7/18-20）
』 ．



ﾝ-う－7戸「
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令和6年7月インド訪問行程表

「

』

1

〆

／

日付 スケジュール 宿泊先

7/15

(月･祝）

8:25羽田空港集合(前泊を推奨）
¥ ■

10:25羽田発（畑837） （全日空）

16:3Oデリー着 1 ･ 0 ｡

21:2Oデリー発(UK929) (ヴイスタラ航空)
■

22:55アーメダバード着 ‘
『

町

面万六二雨
ハイアット・ リージェンシー・

ｱーメダバ一 ド

６
１
血
火
7

（

9:30-12:15スズキ関連施設視察(スズキ・モーター。
■ 曲

グジャラート、 :ザイダス・シタプール病院ポダール. ．

インターナショナルスクール） ′
ﾛ

B 1

16:00-グジャラート州印日:友好協会・アーメダバード
B ■ p

経営者協会等主催セミナーほか ､
e ■

』

､19:30-デイナ一 レセプション
●

寺

許

0

P

、

上同

ﾛ

7/17

, (水)

、

グジャラート州政府訪問
P

P州首相表敬訪問

‘ ・産業次官との意見交換
■

●

、

州内視察ほか

15:40アーメダバード発(uK976)(ヴイスタラ航空）
0

タ ■

Ｉ
Ｆ

17:2Oデリー着 ．

． I

唖 、

ル・メリディアン・…

､ニューデリ､一

､

８
ｊ
八
木
７
１

も

q

10:00-11 :00在インド日本国大使館

:・横手文徳総務参事官（現地事情説明等）
■

13:00-14:00

圏醗
､

JETROニューデリー事務所

所長(現地経済状況説明等）
U

q

、

15:00-15:45全日本空輸株式会社デリー支店
● ネン‘ド総代表兼デリー支店長.

材に関する意見交換等）

0

18j00デリー発（畑838） （全日空）

U ■

、

6

9

Ⅱ

、

q

。

ク
０

､

f

泊

Q

；・

中

P

機

7/19

(金）
5;55羽田着
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全体の記録

1 スズキ“モーター・グジャラート訪問

(1)日時：令和6年7月16日 （火） 9:30-11 :30

(2)場所：スズキ・モーター・グジャラート内

(PXFJ+FR2AakanshaNagri, Sherpura,Bharuch, Gujarat392012インド）

(3)出席者：スズキ“モーター・グジャラート

早坂哲治社長

■■■■■パワートレインエ場長
■■■■■車体工場長

TDSG 高柴久則社長 ほか

静岡県 別添「参加者名簿」のとおり

(4)目的： 日系企業のインド進出の草分け的存在であるスズキ株式会社の現地工場を視
察し、同社の現地展開状況を調査する。

(5)内容：

ア概要説明

･港まで約300kmで、中南米、アフリカ等への輸出拠点。

・生産台数のうち、 20%が輸出。浜松駅に展示されているフロンクスも当工場で生産。

･敷地面積は260万㎡で、湖西工場や相良工場より広く、スズキ最大の工場。A～Cプ
ラントが稼働しており、年間82万台を生産。現在Dプラントを建設中で、完成すれ

ば年間100万台を生産可能。

･プラント内は大きくボディエ場とエンジン・ トランスミッションエ場､組み立て工場

に分かれている。

･従業員は12,000人。スタッフが2～3,000人、ワーカーが1万人ほど。セキュリティ

や食堂従事者を入れると、敷地内で働く人数はもっと多い。

・ワーカーは8時間ずつの2交代制であり、工場は午前6時30分～午前0時まで稼働

している。一部は24時間稼働。

・ほとんどが湖西工場と同程度に機械化され、 1,000台以上のロボットを導入している

が、 ドア取り付けなど一部人が作業している工程もある。

・完成検査は日本と同じ。インドのみ、悪路のテストをしている。

イ質疑応答

○主な内容は次のとおり

（市）人材の確保に課題はあるか。

(sUZUKI)グジャラートの工場があるのはインドの中でも僻地である。グジャラ
ート州からは州民をより多く雇用するよう言われているが、出身地域が偏

らないよう様々な州から雇用するようにしている。人口が多いインド北部

からの雇用が多い。ワーカーは寮に住むため、住環境の改善も求められて



ノJ－－ﾂー －ず

いる。開発が進めば、ひとつの街のようになると思われる。

(県）敷地内にサプライヤーがあるとのことだが、現地調達及び日系企業からの

調達の割合はどの程度か

(SUZUKI) 95%はインドで調達している。 日系企業かについては資本提携、技術提

供等企業の関わり方が多様で一概に言えない｡おそらく日系企業は3割に

満たないのではと思われる｡SUZUKIがインドに進出し40年経過しており、

インドのサプライヤーも十分育っている。

(市）産業用機械のプログラミングは誰が実施しているのか。

(SUZUKI)メーカーが据え付け、不具合調整等は社内で実施している。インド人

はIT系に強いので日本国内企業でも活躍できると思う。

(スズキ・モーター・グジャラート訪問時の様子）

2スズキ関連施設視察

(1)日時：令和6年7月16日 （火） 11 :30-12:15

(2)場所：ザイダス・シタプール病院、ポダールインターナショナルスクール

(Sitapur, Gujarat382130インド）

(3)出席者：別紙のとおり

(4)目的： 日系企業のインド進出の草分け的存在であるスズキ株式会社の子会社である
マルチ・スズキが資金拠出する現地の病院、学校を視察し、同社の現地展開

状況を調査する。

(5)内容：

アザイダス・シタプール病院

・2019年に施工、 2021年4月に開業した総合病院。病床は110床（入院用、 日帰り用

の合計）

・ 日本語のデスクがあり、入口を入って右が日本人、左がインド人の受付となってお

り、別々に治療している。

・医師、看護師用の寮も完備している。

イポダール・インターナショナル・スクール

・5年生から10年生(10歳～16歳）が在籍している。順次拡大中で、生徒数は開校時



《
ノ
ノ

ユーゴー -『

150人から450人になった。来年は高校も設置する可能性があり、将来的には1,400

人が就学可能。

・ 2年前から日本スタイルを取り入れた教育を実施しており、先生は日本に研修を受
けに行っている。

・インドでも珍しいプログラミング、開発の授業も実施している。

○医療費、学費をスズキが支援しているため、利用者は安く利用可能。

(記念撮影）

3グジャラート州印日友好協会。アーメダバード経営者協会主催イベント

(1)日時：令和6年7月16日 （火） 16:00-19:00

(2)場所：アーメダバード経営者協会

(1, DrVikramSarabhaiMarg, UniversityArea, Amedabad, Gujarat380015)
(3)出席者：別添のとおり

(4)目的：現地事情を調査するとともに、現地関係者に対し本県及び浜松市のPRを行
うことで、現地での本県のプレゼンス向上を図る。また、現地関係者との人
脈を構築する。

(5)内容：

特記事項は以下のとおり。

アセッション1 （日本大使館・JETROアーメダバード、 iNDEXTb)

（日本大使館鈴木一等書記官）

・今年9～10月は「ジャパン・マンス」と題してセミナー等イベントを開催する予定。
このイベントもそのひとつ。

・日本はインド社会や経済に多大な影響をもたらしている。例えばスズキが進出し、 2
百万台の車両、4百万人の雇用を生み出し、 日本式労働を根付かせた。クボタ、 日立
など他の企業の進出のきっかけとなった。 ODAでデリーメトロ事業も施工中。
・今後の日印の協力も重要。EV、半導体に世界的な注目が集まっているところ、ルネサ
スがグジャラート州に進出することが発表された。

・人的交流の可能性も高い。日本は2030年に45万人のIT人材不足が予想されている。
インドから日本への訪問者数は増えており、今年5月の来日インド人数は29,000人
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で前の月から62％増加した。

(マニシュ・シャーiNDEXTbゼネラルマネジャー）

・ 日印の交流の歴史は古い。グジャラート州にとっても、 日本はVIBRANTGUJARATで

初めて協賛した国である。

･今後、 日系中小企業にも進出いただけるようにしたい。 iNDEXTbはワンストップで申

請が行える窓口を設置している。

イセッション2 （スズキ(株)、マルチ・スズキ、スズキ・モーター・グジャラート）

･SUZUKIはインド進出に際し、 日本の労働文化を細かに説明するビデオを作成し教育

していた。

･マルチ・スズキ、スズキ･モーター・グジャラートでの労働スローガン(小少軽短美）

や注意事項（ポケテハナシ）は日本本社のものをそのまま使用している。

･客から意見があった場合は、それに隠れた課題を見つける、品質向上に努めると相乗

的に生産性が上がるということも教育している。

ウセッション3 （静岡県、浜松市、グジャラート州）

・松村部長、北嶋浜松市産業部長が静岡県と浜松市を紹介した。

・良知淳行県議、田口章県議が挨拶したほか、グジヤラート州議員であるアミット・ダ

カール氏、シュリ ・ジャディシュ・ヴィシュワカルマグジャラート州大臣が挨拶を

行った。

※セミナー終了後、交流会が開催され、 日印の参加者が交流を深めた。また、

敷地内の日本庭園等を視察した。

※ムケシュ・パテルグジャラート州印日友好協会会長（在グジャラート州日本国名誉

領事）から良知県議、 田口県議に対し、今年10月頃に本県を訪問し、知事や浜松市

長と面会したいとの意向が示された。

(訪問時の様子）

4グジャラート大学訪問

(1)日時：令和6年7月17日 （水） 9:00－9:30

(2)場所：グジヤラート大学

(Navrangpura, Ahmedabad,アフマダーバードGujarat380009)
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(3)出席者：グジャラート大学側

印日交流担当

国際交流学教授

■一理学部長

■■■■■■理学部スタッフ、 日印交流担当ほか
静岡県 別添「参加者名簿」のとおり

(4)目的：グジャラート州との交流の一環として、本県が実施する就職面接会への協力

要請と県内大学との大学間交流の可能性を検討する。

(5)内容：

、グジヤラート大学は西インド最大の大学。傘下に300のカレッジと5，000人の学生

を抱える。幅広い学問を専門とする教授が在籍しているほか、留学生が多く今年は

3,000人ほど。

・安倍昭恵夫人が来学した時に通訳センターを作った。また、今年日本センターを開

設。 7月末から本格稼働予定で、学士、修士、博士を含め10名以上在籍。

． （松村部長から）本県が実施する就職面接会の広報等での協力依頼と、覚書調印も含

めた県内大学との大学間交流への支援の意向を伝達。

副学長は是非前向きに取り組みたいと回答。

(訪問の様子）

5グジャラート州首相表敬訪問

(1)日時：令和6年7月17日 （水) 10:45-11 :00

(2)場所：グジャラート州首相官邸

(WRPH+HG6,Khariya,Gujarat385555インド）

(3)出席者：グジャラート州側

ブペンドラ・パテル首相、ハイダー産業次官

印日友好協会会長ほか

静岡県 別添「参加者名簿」のとおり

(4)目的：グジャラート州政府との地域間交流の足がかりを築く。

(5)内容
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（パテル首相発言要旨）

･モデイ首相も日本を信用している。私も以前日本を訪問した際､家族的なものを感じ

た。グジャラート州と静岡県との友好連携は国の政策にも合致している。積極的に協

力したい。

､グジャラート州内にはスズキがあり、州とも協力している。今後進出を希望する企業

も困ることがないように州としてぜひ協力したい。

(ハイダー産業次官発言要旨）

・日印の友好関係を築くのが重要である。モデイ首相も、日本は重要なパートナーであ

り、単なる二国間関係ではないと考えている。

・日本の進んだものづくりを見習い、国際競争力を高めたい。その中で、環境負荷に配

盧した「ゼロ．イフェクト ・ゼロ.エフェクト」をスローガンに掲げている。

･経済、文化交流の要素を入れた包括的な協定を結ぶことができれば。 12月の知事の

来訪時に締結できればと思う。

(良知県議発言）

･静岡県には美しい富士山や温泉など魅力が多い。是非お越しいただきたい。

(訪問の様子）

6 GIFTシティー訪問

(1)日時：令和6年7月17日 （水） 11 :30-13:30

(2)場所: GIFTシティー

(Gandhinagar, Gujarat382355)

(3)出席者:GIFTシティー側

-_GIFT産業開発広報担当副社長
三井住友銀行1

みずほ銀行一
iNDEXTb (グジャラート州の覚書調整担当） ほか

静岡県 別添「参加者名簿」のとおり

(4)目的：グジャラート州訪問に合わせ関連視察を視察し、現地事情を調査する。

(5)内容：
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アGIFTシティー概要

･GIFTシティーは国際金融都市として国際金融企業、 IT企業のほかエネルギー関係や

チップ製造業が600社入居している。 日系企業では、メガバンク3社（三井住友、三

菱UFJ、みずほ）が入居。フィンテックを中心に、インドのスタートアップも入居。

･設立の背景として、シンガポールのマーケットが閉まった後、ロンドンマーケットが

開くまでの時間のギャップを解消する目的があった。 ドバイに建設しようとしたが

うまくいかなかった。

イ本県とグジャラート州との友好協定について

(iNDEXTb発言要旨）

・ 2点依頼する。①タスクフォースを立ち上げたいので、担当者を紹介してほしい、

②相互の手続きを確認したい。

・正式な友好協定締結にはインド外務省の許可が必要であり、現実的に考えると12月

は確認書の調印を行いたい。

・浜松市とアーメダバード市は姉妹都市協定になるので、まずグジャラート州政府か

ら都市開発省と調整を行い､その後外務省への協議が必要となる。こちらも外務省か

ら許可がおりた後にサインを行う。

・定期的なやりとりをしたい。あと4～5か月しかないので、早急に取り組みたい。

・浜松市とアーメダバード市の協定は、グジヤラート州政府から国の都市開発省に話

をし、その後外務省の許可を得る必要がある。

(静岡県発言要旨）

･帰国後に協定書案を共有する。両県州にメリットがある内容としたい。

･今後、メールの交換とオンラインミーティングを通して、引き続き調整していきた

I/､｡ ･

・12月には行政団、議員団含め40～50名の訪問団となる予定。両知事が署名する締結

式は、浜松市と合同で実施したいので、セレモニーを開催いただきたい。

･包括連携協定の締結の場合は、県議会の承認が必要となるため時間がかかる。

(浜松市発言要旨）

･静岡県と同じ枠組みでやりたい。

･議決は不要であり、内部調整のみなので、内容さえ決まれば。

(訪問の様子）
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7在インド日本大使館訪問

(1)日時：令和6年7月18日 （木) 10:00-11 :00

(2)場所：在インド日本大使館

(PlotNo.4&5, Shantipath, Chanakyapuri, NewDelhi, Delhi llOO21)

(3)出席者：在インド日本大使館

横手文徳総務参事官

鈴木潤一郎一等書記官（経済産業省からの出向）

萩原竜佑一等書記官（厚生労働省からの出向）

静岡県 別添「参加者名簿」のとおり （企業立地推進課以外）

(4)目的：大使館において現地情勢にかかる説明を受けるとともに意見交換を行い、現

地事情を調査する。

(5)内容：

（大使館発言要旨）

・州首相面会はすばらしい。なかなか会えない。行政の最高責任者であり、関係を深め

る重要なファクターである。帰国後ぜひ成果をPRいただきたい。

・ 日本は働き手不足が課題となっているところ、人口が増えているインドに注目して

いる自治体が急速に増えていると感じる。多くの自治体が訪印している（同じ週に茨

城県知事、大阪府副知事が訪印)。

・人的交流は大きなテーマで、 G7の首脳会談の際は人的交流を深めるというのが大き

なアジェンダとなった。 日印間のシャトル外交の下、次はモディ首相が訪日する順

番｡地方自治体を巻き込んで日印合意に人的交流を含めることにより、外交のための

外交ではなく、 日本のための外交を行いたい。

・グジャラート州の企業誘致はここ10年で盛んになった。今は特に半導体企業を誘致

しようとしている。

・グジヤラート大学のポテンシャルや、グジャラート州内で交流可能性のある大学に

ついて調べることは可能。

(訪問の様子）
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8 JETROニューデリー訪問

(1)日時：令和6年7月18日 （木） 13:15-14:00

(2)場所: JETROニューデリー

(H722+5P9, NehruPlace, NewDelhi, Delhi llOO19)

(3)出席者：

肌埋直雲環習÷
静岡県 別添「参加者名簿」のとおり

(4)目的：インド概況と日系企業の動向にかかる説明を受けるとともに意見交換を行い、

現地事情を調査する。

(5)内容：

(JETRO発言要旨）

･平均を見てインドを測るのはミスリーディング。地域間、階級間の格差が大きい。 日

本企業がインドを市場とするときに、ターゲットをどこにするかが課題。

． 「自立したインド」 「メイク・イン・インデイア」のスローガンの元、輸入規制が厳し

く、製造業振興を強く支援している。雇用喪失、貿易赤字の改善、安全保障の目的も

ある。

･インド進出済み企業の追加投資は一定数あるものの､新規進出件数が伸びない｡進出

して黒字化するまで10年かかる。税制、行政手続き等の煩雑さが中小企業進出の壁

となっている。

･インドの若者、特に大卒者の失業率が高い。 日本で働く意欲は低くない。 うまく取り

込めれば。特に大学間交流の支援をしたい。

(訪問の様子）

9 ANAデリー支店訪問

(1)日時：令和6年7月18日 （木） 15:00-16:00

(2)場所:ANAデリー支店

(Aerocity, DelhiAerocity, NewDelhi, Delhi llOO37)

(3)出席者:ANA側

静岡県 別添「参加者名簿」のとおり
(4)目的：インド人材の日本国内就労の先進事例を調査する。

(5)内容：
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（支店長発言要旨）

・インドは人口が14億人を超えるが都市部の人口は1億人に満たない。残りの13億

人は農村部にいる。 20代の若者が多く、 日本に送る人材は農村部からではないか。

・インド人は語学力が高い。 N3， N4に到達する速度は速い。

・インドには職業訓練校のような送り出し機関がある。そこでは言語習得まで面倒を

見る。仲介業者が介入せず安心できる。

・ 日本への送り出しに北東部インドを注目している。北東部は東アジア人と顔立ちや

感性似ている。 日本での就労に向いている。

・福井県勝山市さくら荘という介護施設で一度にインド人を15人採用した。ゆくゆく

東京に転職されると思っていたが､彼女たちはほとんど辞めない｡仮にとられたとし

てもまた呼び込む人材がいるのがインドのいいところ｡介護･旅館業等インド人材の

イメージのなかった分野においても人を送り出している。 （グジャラートでの介護教

育機関は聞かないとの発言もあり｡）

・横浜市霧が丘だけで800人規模のインド人が住んでいる。子育て世代のインド人が

増加したことが一因｡インディアインターナショナルスクールも設置された｡共生が

進んでいる事例。

･インド人は家族の絆が強い。親子が頻繁に行き来する。

(訪問の様子）


